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NEXUS_Downlink_Software 説明書 

 

○ソフトの概要 

このソフトは，TNC でデコードしたデータを PC で表示するターミナルソフトである．なお，日本大

学では TNC-555を使用している．以下にダウンリンクソフトの外観を示す． 

 

 

 

○使用方法 

＜設定画面＞ 

 以下に設定画面の外観を示す． 
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① メニューバーの Fileより TNC Setupを選択する． 

② COM No.から TNCと通信を行う COMポートを指定する．この設定画面において，通信に関するそ

の他の設定を行うことが出来る．各設定内容と，本大学で NEXUS運用時に使用している設定値を以

下に示す． 

Baud Rate：通信速度（日大設定値 9600） 

Data：バイトごとのデータビットの長さ（日大設定値 8） 

Parity：パリティチェックプロトコルの設定（日大設定値 none） 

Stop：バイトごとのストップビットの数（日大設定値 1） 

Flow：ハンドシェイクプロトコルの設定（日大設定値 hardware） 

③ ログファイルの保存先ディレクトリを指定する． 

④ Saveボタンで設定内容を保存する．（一度保存した設定内容はソフト再起動時も引き継がれる．） 

 

＜TNC接続＞ 

 

 

 

① 受信方式を CW，FM(AFSK)，FM(GMSK)から選択する． 

② CONNECTボタンで TNCのシリアルポート接続を開く．このとき TNCの設定コマンドも同時に送

信されるが，接続完了後 TNC SETTINGボタンにて再度コマンド送信のみ行うことも出来る． 

③ 受信データ表示欄に TNCからの応答やデコードされたデータが表示される．上部に連続してデータ

が表示されるが，NEXUSのコールサインを認識できた場合はパケットごとに改行されて下部に表示

される． 

 

① 

② 

③ 

② 

③ 

④ 
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＜ログ保存＞ 

 

 

 

 ログファイル保存時に入力する情報は，ファイル名に必要な情報（図中 A）とヘッダー情報（図中 B）

に分けられる． 

ファイル名に必要な情報は，CWの場合は偏波面のみである．このときファイル名のフォーマットは 

 

“年_月_日_時_分_秒(JST)_[偏波面]_CW.txt” 

 

となる．日付・時刻は保存時の PC時間，[偏波面]は Hor, Ver, Cirで表される．FMの場合は図中 Aの枠

内の情報がすべて必要となる．ファイル名のフォーマットは 

 

HKデータ→“年_月_日_時_分_秒(JST)_[偏波面]_[変調方式]_HK[データブロック数].txt” 

CAM→“年_月_日_時_分_秒(JST)_ [偏波面]_[変調方式]_CAM([画像形式],[INF部データサイズ]).txt” 

電界強度→“年_月_日_時_分_秒(JST)_ [偏波面]_[変調方式]_FI([測定間隔],[INF部データサイズ]).txt” 

 

となる．なお，ファイル名に必要な情報が未入力の場合はファイルを保存することが出来ない．以下にフ

ァイル名の例を示す． 

 

例 1）水平偏波，CWの場合（2019/4/2 16:19:13(JST) 保存） 

 2019_04_02_16_19_13(JST)_Hor_CW.txt 

例 2）垂直偏波，FM(AFSK)，HKデータ，データブロック数 1の場合（2019/4/2 16:22:44(JST) 保存） 

 2019_04_02_16_02_44(JST)_Ver_FM(A)_HK1.txt  

例 3）円偏波，FM(GMSK)，CAM，JPEG，163byteの場合（2019/4/2 16:20:45(JST) 保存） 

A 

B 
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 2019_04_02_16_20_45(JST)_Cir_FM(G)_CAM(JPEG,163byte).txt 

例 4）水平偏波，FSK(9600bps)，電界強度，10 秒，163byte の場合（2019/4/2 16:24:04(JST) 保存） 

 2019_04_02_16_24_04(JST)_Hor_F(9600)_FI(10s,163byte).txt 

 

 また，ヘッダー情報はログファイルの最上部に保存され，運用時の詳細な情報を記録することができ

る．すべてのファイルに AOS時刻，LOS時刻，方位角（AOS，LOS），最大仰角，TLE，気象（気温・

大気圧・天気），衛星が日照・日陰のどちらか，無線機の Sメータの値が保存される．CWの場合はそれ

に加えてバス電圧，バス電流，バッテリ温度 1，バッテリ温度 2も保存される．FMの場合はバス電圧等

の代わりに受信パケット数，変調方式，データ内容，データ詳細 1,2の内容も保存される．なお，ヘッダ

ー情報が未入力の場合でもファイルを保存することはできる．以下にヘッダー情報の例を示す． 

 

 例 1）CWの場合 

 

 

 

 例 2）FM(AFSK)，HKデータの場合 
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＜CW Conversion＞ 

 

 

 

 CWで取得した電圧，電流，温度データをここで実際の値に変換することができる．HEX：の欄に

CWで取得した 16進数データを入力すると，右側に実際の数値が表示される． 


